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行
わ
れ
、
診
療
報
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は
全
体
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の
改
定
が
決
定
さ
れ
、
病
院
経
営
は
更
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

我
々
の
病
院
は

「地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
と

「障
害
者
病
棟
」
を
維
持
し
、
達
南

地
区
唯

一
の
病
院
と
し
て
地
域
医
療
の
中
枢
施
設
と
し
て
責
務
を
果
た
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
川
俣
町
と
連
携
を
深
め
、
行
政
と

一
致
協
力
し
て

地
域
医
療
を
守

っ
て
ゆ
く
覚
悟
が
必
要
で
す
。

待

っ
た
な
し
の
人
口
減
社
会
が
目
前
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
健
康
と
快

適
な
生
活
を
守
る
べ
く
済
生
会
川
俣
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
手
を
と
り
あ
い
、

今
年
も
み
な
さ
ん
の
力
で

一
人

一
人
が
輝
け
る
職
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
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長

佐
久
間
博
史

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

本
年
は
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
同
時
改
定
の
年

で
す
。

昨
年
秋
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝

し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
費
圧
縮
政
策
が

・
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
の
更
な
る
強
化

・
仕
事
の
効
率
化

・
思
い
や
り

（患
者
や
職
員
同
志
）

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

やさしさといたわりのある病院
開かれた地域医療のための病院

基本理念



地
域
包
括
ケ
ア
の
中
の
医
療

内
科
医
師

山
口

鶴
子

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
全
国
的
に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域

の
健
康
介
護
福
祉
の
重
要
な
課
題
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
や
介
護

・
住
ま
い
・
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
に
合
わ
せ
て
、
身
近
な
地
域
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
医
療
が
役
割
を
果
た
す
に
は
、
外
来
や
入
院
だ
け
で
な
く

患
者
さ
ん
の
住
ま
い
に
出
向
い
て
提
供
す
る
在
宅
医
療

（訪
問
診
療

・

往
診

・
訪
問
看
護
な
ど
）
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
年
ほ
ど
前
に
医
師
や
看
護
師
が
定
期

的
に
患
者
さ
ん
の
住
ま
い
を
訪
問
す
る
、
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
の
制

度
が
新
し
く
で
き
ま
し
た
。

訪
問
診
療
は
、
往
診
と
は
異
な
り
、
前
も

っ
て
日
時
を
定
め
て
訪
問
し

ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
診
察
を
受
け
、
必
要
な

薬
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
看
護
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
看
護
師
が
定
期
的
に
訪
問
し
て
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、

二
十
四
時
間
体
制
で
対
応
し
て
緊
急
訪
問
も
行
い
ま
す
。

在
宅
医
療
は
、
病
気
は
落
ち
着
い
て
い
る
が
体
が
弱

っ
て
通
院
が
困

難
に
な

っ
た
方
や
病
院
で
治
療
は
尽
く
し
た
の
で
自
宅
で
最
期
は
過
ご

し
た
い
と
い
う
方
が
対
象
で
す
。
在
宅
医
療
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

先
ず
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

川
俣
町
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
、
医
師
や
看

護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
職
と
患
者
さ
ん
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
当

す
る
職
種
と
が
連
携
し
て
、
適
時

・
適
切
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
届
く

よ
う
に
日
夜
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※厚生労働省地域包括ケアシステム 図参照



30代 2 名
40代 1 名
50代 4 名
60代 9 名
70代 7 名
80代 8 名

当院の透析患者年齢

30代 40代

50代

60代70代

80代

【腎
臓
の
働
き
と
は
？
】

腎
臓
は

「
尿
を
つ
く
る

（老
廃
物
を
排
泄
す
る
）
」
働
き
が
あ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も

・
水
分
や
電
解
質

（ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
他
）
な
ど

体
の
中
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

・
血
圧
を
調
節
す
る

・
体
で
働
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
つ
く
り

（活
性
化
）
、
骨
を
丈
夫
に
保
つ

・
赤
血
球
を
つ
く
る
働
き
を
助
け
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
腎
臓
は
、
体
を
正
常
に
保
つ
た
め
に
、

と
て
も
重
要
な
臓
器
で
す
。

【腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
？
】

体
が
む
く
ん
だ
り
、
血
圧
上
昇
、
貧
血
、
夜
間
多
尿
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
現
れ
、
や
が
て
心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
意
識
障
害

や
呼
吸
困
難
な
ど
の
尿
毒
症
と
な
り
、
放
置
す
る
と
死
に
至
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
が
慢
性
的
に
低
下
し
た
状
態
を

「慢
性
腎
不
全
」
と
呼
び

ま
す
。
慢
性
腎
不
全
に
な
る
と
腎
機
能
の
回
復
は
見
込
め
ず
、
食
事
療
法

や
投
薬
に
よ
っ
て
そ
の
進
行
を
止
め
た
り
、
遅
ら
せ
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

治
療
や
管
理
を
行
っ
て
も
腎
機
能
の
低
下
が
進
行
し
て

「
末
期
腎
不

全
」

の
状
態
に
な
り
、
自
分
の
腎
臓
で
生
命
を
保
て
な
く
な
る
と
、

～
メ
デ
ィ
カ
ル
豆
知
識
～

腎
臓
の
働
き
を
補
う
た
め
に
透
析
療
法
や
腎
移
植
と
い
っ
た
腎
代

替
療
法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、

「
尿
毒
症
」
と
い
う
症
状
が
出
始
め
た
ら
注
意
が
必
要

で
す
。

全
身
の
む
く
み
や
呼
吸
困
難
、
食
欲
不
振
や
吐
き
気
な
ど
の
消

化
器
症
状
や
、
重
篤
に
な
る
と
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【透
析
療
法
は
ど
う
し
て
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
】

透
析
療
法
と
は
、
人
工
的
に
血
液
中
の
余
分
な
水
分
や
老
廃
物

を
取
り
除
き
、
血
液
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
腎
臓
に
代
わ
っ
て

行
う
治
療
法
で
す
。

透
析
療
法
に
は
、
機
械
に
血
液
を
通
し
て
き
れ
い
に
す
る

「血

液
透
析
」
と
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
の
お
腹
の
膜

（腹
膜
）
を
利
用

し
て
血
液
を
き
れ
い
に
す
る

「
腹
膜
透
析
」
の
２
つ
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
腎
臓
の
働
き
の

一
部
を
補
う
も
の
で
、
完

全
に
代
行
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
透
析
療
法

で
は

補
え
な
い
部
分
は
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
食
事
管
理
や
服
薬
を
守

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（2017年10月現在）

腎
不
全
と
透
析
療
法
に
つ
い
て

臨
床
工
学
技
士

小
林

剛



十

一
月
十
日

（金
）
に
院
内
学

会
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

九
名
の
職
員
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
職
種
は
看
護
師

・
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
・
事
務
職
と

多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。

今
回
の
目
的
は
、
発
表
を
通
し

て
他
部
署
の
専
門
知
識
や
業
務

・

研
究
内
容
を
理
解
す
る
事
に
よ
り
、

医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

し
た
。
発
表
の
最
中
は
う
な
ず
き

が
あ
り
、
笑
い
が
あ
り
、
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

発
表
者
か
ら
は
、

「決
め
ら
れ
た
時
間
の
中
に
ま
と
め

る
よ
う
に
苦
労
し
た
。
」

「
一
分
前
の
ベ
ル
が
鳴
る
と
焦

っ
て

し
ま
う
。
」
な
ど
の
体
験
談
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
終
了
後
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
約
六
割

の
職
員
が
満
足
と
答
え
て
い
ま
し

た
。初

の
試
み
で
不
慣
れ
な
点
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
職
種
連
携
を
深

め
る
第

一
歩
に
な

っ
た
と
大
好
評

で
し
た
の
で
、
今
後
も
定
期
的
に

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（総
務
課

田
中
央
樹
）

発
表
を
終
え
て.

.
.

プロカルシトニンは全国的に広く検討さ

れている敗血症のマーカーのひとつです。

今回の発表を通して、医療の現場で手助け

になれたら喜ばしく思います。

臨床検査技師 瀧野貴之

発表の場を頂きありがとうございました。

緊張のあまり、原稿を読み上げるのが精一杯

でした。発表内容が上手く伝わったのか疑問

なところや他の参加者の発表を見て参考にな

りました。反省点も多くありますが、機会が

あれば参加したいと思います。

臨床工学技士 小林 剛

当院ではじめての学会に発表ができたこと

は自分にとって、とても貴重な経験ができた

と思います。

あがり症の私は、人前で発表することはと

ても苦手ですが、自分への挑戦になりました。

これに懲りず、今後もあがり症の自分を克服

するために、これからも機会があれば挑戦を

続けていきたいです。

4階看護師 菅野真実

いろいろと勉強になりました。貴重な経

験をさせて頂きありがとうございました。

外来看護師 藤田美智子



今回のテーマは、会計監査のコアな部分のため、馴

染みのない方々にとっては、聴くだけでもかなり苦痛

であったと感じています。会計制度に興味を持つこと

自体が難しいので、もっと分かりやすく説明すべきだっ

たと反省しています。

もし、次回チャンスがあれば、監査の「裏」でやり

とりされている会話をベースに、興味を惹きつけるよ

うな話題提供をしたいと考えています。

総務課係長 八幡亮平

クリスマスコンサート開催

十
二
月
二
十
二
日

（金
）
病
院
の
一
階
ロ
ビ
ー

に
て
、
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、

「セ
ラ
ピ
ー
オ
カ
リ
ー
ナ
」
に
よ

る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

セ
ラ
ピ
ー
オ
カ
リ
ー
ナ
の
皆
様
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
施
設
な
ど
を
訪
問
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
歌

謡
曲
な
ど
全
十
二
曲
の
演
奏
で
、
多
く
の
外
来

・

入
院
患
者
が
訪
れ
、
き
れ
い
な
音
色
で
、
心
も

体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

業
務
中
の
職
員
も
、
美
し
い
音
色
に
誘
わ
れ
て

し
ば
し
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

市
川
よ
り
子
看
護
部
長
よ
り
、

「十
二
曲
も

演
奏
し
続
け
る
肺
活
量
は
素
晴
ら
し
い
！
素
敵

な
演
奏
に
心
が
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
も
沢
山
の
患
者
様
に
喜
ん
で
頂
き
、

一

緒
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（総
務
課

齋
藤
真
由
美
）

第１回ということで、勝手のわからない中で

の発表となりましが、参加者が同職種のみなら

ず全職種対象だったため、聞き手にとって分か

りやすい内容となるように心がけました。多職

種連携のきっかけとなれば幸いです。

理学療法士 佐藤秀一

他の部署の専門知識や業務・研修内容を理解

したり、資料作成での表現について様々な意見

を集約することに苦労しました。

研究という体での発表が出来なかった事が反

省です。 医事課副主任 佐藤 怜

ミニ学会に参加させていただき、改めて人に

伝えることの難しさが分かりました。

自分でも、再度業務を振り返ることができ、

参加して良かったと感じました。特に、コメディ

カルの方達の貴重な話も聞くことができ、今後

の済生会に期待しつつ、ぜひ来年につなげて欲

しいと思います。 3階看護師 菅野明美

記念すべき第１回目の最

後の発表で、緊張しました

が、地域包括支援センター

の業務を知ってもらう良い

機会となったと感じます。

今後も済生会学会を通じて、

たくさんの学びと院内連携

が図って行ければと感じま

す。さて、次は誰の番かな？

川俣町地域包括支援センター

所長 宮口正稔



《
第
五
回
健
康
相
談
会
》
開
催

先輩から、「10月に行くなら
コスキン祭りやな！」と言われ
てどんな祭りだろうと楽しみに
してきました。

国内唯一の祭りがこの川俣町
で10月に行われるなんて運命
的だなと思いながら当日を迎え、
初めて聞く演奏では、どこか懐
かしく陽気な気分になりました。

健康相談にもたくさんの方に
お越しいただき、町民の方と近
い距離でお話でき勉強になりま
した。

小林 瞳

今回、地域研修の一環としてコ
スキン祭での健康相談を務めさせ
ていただきました。

東北地方来訪すら初めてなので、
コスキンとは何だ？状態でしたが、
子供からご老人まで協力し、南米
の明るい音楽を演奏している姿が
あり、こちらも自然とリズムにのっ
てしまいました♪

町民の方が気さくに何でも話し
てくださり、体のことだけでなく
色々な不安があることを聞くこと
ができ、勉強になりました。来年
のコスキンも町民全員が健康で参
加できますように！

上野 憲子

十
月
九
日

（月
）
体
育
の
日
に
、
コ
ス
キ

ン
・
エ
ン
・
ハ
ポ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「開
か
れ
た
地
域
医
療
の
た
め
の
病
院
」
を

目
指
し
、
川
俣
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
に
相
談

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
無
料
健
康
相
談
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

第
五
回
目
と
な
る
今
回
は
、
大
阪
府
済
生

会
中
津
病
院
よ
り
地
域
医
療
研
修
で
来
院
中

の
研
修
医
小
林
瞳
先
生

・
上
野
憲
子
先
生
に

お
手
伝
い
を
頂
き
ま
し
た
。

九
日
の
十
時
か
ら
十
四
時
ま
で
の
四
時
間

と
短
時
間
で
し
た
が
、
十
五
名
が
相
談
に
見

え
ま
し
た
。

訪
れ
た
方
は
高
齢
者
が
多
く
、
相
談
内
容

は
生
活
習
慣
病
や
高
血
圧
か
ら
、
骨
や
筋
肉

に
痛
み
を
感
じ
整
形
外
科
の
受
診
を
迷

っ
て

い
る
方
ま
で
多
種
多
様
で
し
た
。

ま
た
当
院
の
あ
り
方
な
ど
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
健
康
相
談
を
通
じ
て
地
域
医
療
の

役
割
を
担
う
と
共
に
、
済
生
会
の
名
を
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（総
務
課

田
中
央
樹
）



川俣病院マスコット

なでちゃん

「第13回なでしこ健康まつり」が10月28日（土）に当院で開催されま
した。当日は天候にも恵まれ、12時30分～15時30分までの3時間という
時間ではありましたが約100名の方が来場されました。
今年のなでしこ健康まつりでは、消化器内視鏡専門医である当院の数田
良宏先生に「川俣町胃がんリスク検診について～2年実施しての中間報告
～」というテーマでご講演していただきました。
また、伊達地方消防組合中央消防署南分署によるAED取り扱い講習や

村上病院による心の健康コーナー、当院理学・作業療法士による健康体
操、フードコーナー、健康チェックコーナー、医療・健康相談コーナー、
医療介護職を目指す方のための相談コーナー、チャリティーバザー、大
抽選会も行われました。どのコーナーも盛り沢山の内容で、来場された
方々から大変ご好評をいただきました。
地域住民だけでなく、関係機関との連携や親睦を深める意味でも、なで
しこ健康まつりはとても有意義なものになったのではないかと思います。
最後になりましたが、なでしこ健康まつり実行委員をはじめ、今回ご協
力・ご協賛いただいた業者・関係機関の皆様、当院職員の方々には心よ
り感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

（実行委員長 佐藤佑亮）



より

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土
佐久間博史

大庭　 敬

佐々木俊教

数田　良宏

（交代制）

二診 8：45～11：30 山口　鶴子 君島　弘子 佐久間博史 君島　弘子 君島　弘子 山口　鶴子

済生会福島

総合病院

第2・4・5

ﾘｳﾏﾁ 8：45～11：30 粕川　禮司
渡辺　浩志

第１
済生会福島

本間美優樹

第1・3

13：00～16：00 佐久間博史 福島医大 数田　良宏 佐久間博史 君島　弘子

8：45～11：30 福島医大 芳賀　志郎
済生会福島
総合病院

13：00～16：00 福島医大

8：45～11：30 福島医大 福島医大

13：00～16：00 福島医大

山中　直人 山中直人

第2・4
診　　察

14：30～

8：45～10：30 福島医大

予 約 診 療
第2・4

高橋　博

診　　察

14：00～

電話　　024-566-2323 ＦＡＸ　　024-566-2325
http://www.kawamata.saiseikai.or.jp/

済生会春日診療所 電話　024-566-2707 FAX　024-566-2707

なでしこ川俣 電話　024-566-2661 FAX　024-566-2665

川俣町地域包括支援センター 電話　024-538-2600 FAX　024-538-2601

済生会かわまた居宅介護支援事業所 電話　024-566-2657 FAX　024-566-2658

済生会川俣光風園 電話　024-566-3221 FAX　024-566-3331

外来診療予定表
平成30年1月1日

内　科

午
前

一診 8：45～11：30 佐々木俊教 数田　良宏 佐々木俊教 大庭　 敬 大庭　 敬

循環器 8：45～11：30

糖尿病

外来
8：45～11：30

午後

外　科
午前

午後

整　形
外　科

午前

午後

眼　科

午前

午後 13：00～1５：00 福島医大

13：00～16：00
泌　尿
器　科

午後

済 生 会 川 俣 病 院

皮膚科 午後 13：00～16：00

平成29年4月1日より眼科の通常診療日が 火・木 → 水・木 に

変更となっております。


